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審判 の 日 の 予兆 


信和 審判 の 日 が いつ か と いう こと は 、 ア デッラ ー し か ご 存 知 に な られ ませ ん 。 崇高 な る アッ 
ラー は 仰 ら れ ま し た : の 人 々 は あな た に 審判 の 日 に つい て 尋ね る 。 言 っ て や る の だ 、 : “ そ 
れ は アッ ラー し か ご 存 知 に な られ な い 。 ど うし て あな た に 分 か ろう か ? それ は も し か する 
と も うじ き や っ て 来る か も しれ な い の だ 。” 国 (クル アー ン 33 : 63) 








@ 審判 の 日 の 諸 予 兆 : 


預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 審判 の 日 の 到来 を 下す 、 諸 々 の し る し 
を 教示 し まし た 。 そ れ ら は 大 予兆 と 小 予 兆 の 2 つ に 区 分 され ます 。 








審判 の 日 の 小 予兆 


@ 審判 の 日 の 小 予兆 は 3 つ に 区 分 され ます : 





1 一 既に 現れ 、 終 了 し て いる も の 。 そ の 中 に は 以下 に 示す よう な も の が あり ます : 





預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 派遣 と 死 。 ま た 役 へ の み し 
る し と し て 起こ っ た 、 月 の 像 断 。 エ ル サ レ ム 開 城 。 ヒ ジャ ー ズ 地方 か ら の 大 火 ' な ど 。 





①⑪ アデ ウス ・ プ シン シ ・ マ ー リ ク ( 役 に ア ッ テ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : ! 乱 は アッ ラテ 
ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “審判 
の 日 の 前 に は 、6 つ (の 予兆 ) が ある 。 私 の 死 、 そ れ か ら エ ル サ レ ム の 開城 ・・・"」 
(アル テ ブ ハー リー の 伝承 う 9 





② アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「 プ ブス ラー の ラク ダ の 首 を 照ら す ほ ど 
の 大 火 が ヒジ ャ ー ズ の 地 に 起き る まで 、 審判 の 日 は や っ て こない 。」 (アルテ ブ ハ ー リ 
ー と ムスリム の 伝承 9 











2 一 既に 現れ 、 現 在 も 継続 中 の も の 。 以 下 の よ うな も の が あり ます : 





| 訳者 注 : アル ニク ルト ビー の 著 「 ア ッ テ ニタ ズ キ ラ 」 に よれ ば 、 そ れ は ヒジ ュ ラ 暦 654 年 の ジュマ ー ダ ー・ ア ル = テ アー 
ヒラ 月 に マデ ィ ー ナ で 発生 し た 大 火 で ある と いい ます 。 それは 一 説 に は マッ カ や ブス ラー (シリ ア 地 方 の 1 都市 ) か ら 
も その 火 が 見 える ほど 大 きい も の で あっ た 、 と 伝え られ まし た 。 

2 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3176)。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7118) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2902)。 





様々 な 間 題 や 混乱 の 横行 。 偽 預言 者 の 出現 。 平和 の 拡大 。 イ スラ ー ム 法 知識 の 減少 。 無 
知 の 夢 延 。 権 力 者 の 護衛 の 数 と 不正 者 の 増加 。 弦 楽 器 の 現 延 と その 合法 化 。 夷 淫 の 葛 延 。 
飲酒 の 横行 と その 合法 化 。 裸足 で 裸 の 羊 飼い た ち が 競 っ て 高い 建築 物 を 築き 合う こと 。 人 々 
が モス ク を 装飾 し 、 飾 り 立 て る よう に な る こと 。 和 殺人 の 増加 。 時 が 早く 過ぎ る こと 。 物事 
が その 権威 で な い 者 た ち に 結び つけ 、 関 連 付け られ る こと 。 悪 が 尊 ば れ 善 が 軽 ん じ ら れ る 
こと 。 言葉 が 軽く な り 、 行い が 減少 する こと 。 市 場 同 士 の 距離 が 短く な る こと 。 ウ ンマ ( イ 
スラ ー ム 共同 体 ) に お ける シル シク! の 間 延 。 音 衝 の 増加 。 嘘 の 葛 延 。 財 が 豊か に な り 、 商 業 
が 盛ん に な る こと 。 地震 が 頻繁 に 起こ る よう に な る こと 。 誠実 で 正直 な 者 が 騙さ れ 、 誕 欺 
師 が 信頼 され る よう に な る こと 。 下品 な 物事 が は び こ る こと 。 親 族 関係 の 断絶 。 隣 人 関係 
の 悪化 。 卑 し い 者 た ちの 立場 が 上 昇 す る こと 。 権力 の 売買 。 特 権 階級 の 保護 。 露出 度 の 高 
い 衣 服 を まとう 女性 や 、 裸 体 の 女性 の 横行 。 嘘 の 証言 の 葛 延 。 突然 死 の 増加 。 合 法 的 な 生 
活 の 糧 を 模索 し な いよ うに な る こと 。 ア ラブ の 土地 が 緑 豊 か な 土地 、 あ る い は 河川 と 化す 
こと 。 野 貞 が 人 に 話し か ける こと 。 鞭 の 片端 と 靴 の 紐 が 人 に 話し か ける よう に な る こと 。 
イラ ク の 地 が 閉鎖 され 、 食 料 や 銀貨 が 不足 し 、 そ れ か ら シ ャ ー ム (シリ ア 地 方 ) の 地 が 閉 
鎖 さ れ 、 食 料 や 金貨 が 不足 する こと 。 そ し て ムスリム と ロー マ 軍 と の 間 に 休戦 条約 が 結ば 
れ 、 そ の 後に ロー マ 軍 が ムスリム を 騙し 討ち に する こと 。 





イブ ン ・ ウ マル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) が 東 の 方 を 向い て 、 次 の よう に 言う の を 聞き まし た : 「 実 に 問題 は こち ら 
か ら や っ て 来る 。 実 に 問題 は に こちら か ら や っ て 来る 。 シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) の 角 が 昇っ て 
来る 所 だ 。」( ア ルー テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 





3 一 また 起こ っ て は いな いも の の 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 言っ 
た よう に 必ず や 現れ る も の : 次 の よう な も の が あり ます : 








ユー フラ テス 川 が 退 潮 し 、 そ の 下 か ら 金 の 山 が 出現 する こと 。 コ ンス タン ティ ノー プル 
の 無血 開城 。 トル コ と の 戦い 。 ユダ ヤ 教 徒 と の 戦い と ムスリム の 勝利 。 杖 を 持っ て 人 々 を 
率い 服従 させ る カ ハ タ ー ン 族 の 1 人 の 男 の 出現 。 そ の 比 が 1 : 50 に な る まで 男性 の 数 が 減 
少し 、 女 性 の 数 が 増加 する こと 。 マ ディ ー ナ が 軒 を 追放 し 、 減 ぼ す こと 『。 
また 救世 主 の 出現 。 彼 は 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 家系 の 出自 で 
あり 、 ア ッ ラ ー は 役 に お いて イス ラー ム を 援助 し ます 。 彼 は 不正 と 悪 に 溢れ て いた 世界 を 、 
正義 と 公正 さ で も っ て 満た し ます 。 7 年 間 世 界 を 統治 し 、 そ の 間 史 上 な か っ た よう な 恩恵 で 
も っ て 共同 体 を 潤し ます 。 彼 は 東方 か ら 現 れる と 言わ れ て いま す 。 























1 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク 」 の 章 を 参照 の こと 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7093) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2905)。 文章 は ムスリム の も の 。 
8 訳者 注 : 一 説 に は 未 世 の ダッ ジャ ー ル ( 備 メ シア ) の 時 代 の こと と も 言わ れ ま す 。 








また ズ ッ ー テ サウ ィ ー カ タイ ン と いう エチ オ ピ ア 人 の 男 に よっ て カアバ 神殿 が 破壊 され る 
こと 。 そ し て それ が 再建 され る こと は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー の み が よ く 知 り 給 う 。 





人 @ 前 述 の 諸々 の 予兆 は 皆 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か ら 伝 えら れ 
る 正しい 伝承 に よっ て 確証 づけ られ て いま す 。 





審判 の 日 の 大 予兆 


@⑯ フ ザ イフ ァ ・ ブ ン ・ ウ サイ ド ・ ア ル ニ ガ ファ ー リ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 

は 言い まし た : 「 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち が 何 か 議論 し 合っ 
て いる の を 見 て 、 言 いま し た : “ 何 を 議論 し て いる ?” する と 彼ら は 言い まし た : “審判 の 
日 に つい て 議論 し て いる の で す 。” ( 預 言 者 は ) 言い まし た : “10 の 予 光 を 見 る まで は 、 審 判 
の 日 は や っ て 来 な い 。” そし て (その 予兆 と し て ) 大 煙 、 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 備 メ シア )、 大 獣 、 
西 か ら 太陽 が 昇る こと 、 マ ル ヤ ム (マリ ア ) の 子 イ ー サ ー (イエ ス ) の 降臨 。 ヤ ジュ ー ジ 
ュ と マ ア ジュ ー ジ ュ の 出現 。3 つの 日 人 触 - 東西 と アラ ビア 半島 の 日 魚の こと - を 挙げ 、 最後 
に イエ メン 地方 か ら 人 々 を 集合 の 地 へ と 追い や る 大 火 を 挙げ まし た 。」( ム スリ ム の 伝承 ) 




















① ダッ ジャ ー ル ( 倫 メ シア ) : 


ダッ ジャ ー ル と は 未 世に 出現 し 、 ル ケル プー どー ザ を 主張 する 人 間 で す 。 東 放 は ホラ サン 地 
方 を 出発 し 、 地上 を 進ん で 全て の 国 に 入り ます 。 し か し エル サレ ム の 聖 モ スク と シナ イ 山 、 
マッ カ と マデ ィ ー ナ に は 入る こと が 出来 ませ ん 。 マ ディ ー ナ は 天使 の 護衛 が つい て お り 、 
彼 が その 近く の 塩 の 吹き 出 た 荒地 に や っ て 来る と 、 3 回 振動 し ます 。 そ し て そこ か ら 全 て の 
ろ スナ ー ジ アグ ( 偽 信 者 ) と 不信 仰 者 が 吹き 飛ば され る の で す 。 














アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 た ち が 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 一 緒 に 座っ て いる と 、 彼 は 様々 
な 試練 に 言及 し まし た 。 そ し て “長い 試練 ” に つい て 言及 し た 時 、 あ る 者 が 尋ね まし た :“ ア 
ッ ラ ー の 使徒 よ 、 長 い 試練 と は 何で すか ?“* 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 答え まし た : “(それ は ) 逃亡 と 戦争 で 
あり 、 そ の 後に 続く 富 と 安泰 の 試練 で ある 。 そ れ は 私 の 子孫 で あり 、 ま た 私 の 忠実 な 追従 
者 で ある と 称す る 者 に よっ て 引き 起こ され る が 、 実 際 の と ころ 私 の 忠実 な 追従 者 と は スッ 
クー ン (アッ ラー を 長 れ 、 か れ の お 怒り や 来世 で の 懲罰 を 買う よう な こと か ら 身 を 慎む 
者 た ち ) な の で ある 。” それ か ら 人 々 は その 正当 性 も 能力 も な いこ の 男 へ の 忠誠 の 誓い の た 

















7 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2901)。 
$ 訳者 注 : いわ ゆる 主 性 。 つ まり この 世 の 創 造 や 管理 、 所 有 や 支配 な ど に 関す る 権威 。 








め 、 集 まる の だ 。 

それ か ら “暗黒 の 試練 " が 訪れ る 。 そ れ は 全て の 者 に 襲い か か り 、 終 柱 し た か と 思い き 
や 再び 継続 する 。 そ こ に お いて 人 は 朝 に 信仰 者 に 、 夕 に 不信 仰 者 に な る ?。 こ うし て 人 々 は 
2 つの グル ー プ ~- 借り の な い ア プー マー と の グル ー プ と 、 イ ー マ ー シ と と は 無線 な 三 フ ァ ー ク グ 
(偽り の 信仰 ) の グル ー プ - に 分 か れる 。 ゆ え に こ の よう な 状況 に な っ た ら 、 そ の 日 ある 
い は その 翌日 に ダッ ジャ ー ル ( 備 メ シア ) の 出現 を 待つ の だ 。」( ア フ マ ド と アブ ー・ ダ ー 
ウー ド の 伝承 


@ ダッ ジャ ー ル ( 億 メシ ア ) の 試練 : 


ダッ ジャ ー ル ( 偽 メ シア ) の 出現 は 、 ア ッ ラ ー が 創造 され る と ころ 数 々 の 偉大 な 、 人 の 
理性 を 動揺 させ る 類 の 超常 現象 を 伴う た め 、 非 常 な 試練 と な り ま す 。 彼 に は 天国 と 地獄 が 
あり 、 彼 の 天国 は 実は 地獄 で あり 、 地 獄 は 天国 で ある 、 と いう 正しい 伝承 が あり ます 。 ま 
た 彼 に は パン の 山 と 水 の 河川 が あり 、 天 に 命じ て 雨 を 降ら すか と 思え ば 、 地 に 命じ て 植物 
を 茂 ら せる と も いい ます 。 ま た 地上 の 宝庫 を 自由 に 扱い 、 風 を 伴う 雨 の ご と く 、 地 面 を 尋 
常 で な い 速 さ で 切り 断つ と も 言わ れ ま す 。 

彼 は 地上 に 40 日 間 留 まり ます が 、 そ の 内 の 1 日 は 1 年間 に 、 そ し て も う 1 日 は 1 ヶ月 間 
に 、 ま た 1 日 は 金曜 日 に 相当 し 、 残 り の 日 々 は 私 た ちの 日 々 と 同様 の も の で す 。 それから 
マル ヤム (マリ ア ) の 子 イ ー サ ー (イエ ス ) が パレ スチ ナ の ルッ ド 門 "に て 彼 を 葬り ます 。 
































@ ダッ ジャ ー ル (人 メ シア ) の 特徴 : 


アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち に 、 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 秒 
メシ ア ) に 従っ た り 彼 を 信用 し た りす る こと に 関し て 注意 を 促し まし た 。 そ し て 人 々 が 彼 
を 見 分 け て 注意 で きる よう 、 そ の 特徴 を 明らか に し まし た 。 つ まり 彼 は 子 を 持た な い 、 片 
目 で 赤み が か っ た 肌色 を し た 若者 で 、 そ の 眉間 の 間 に は 全て の ムスリム が 読み 取れ る 「 カ 
ー フ ィ ル (不信 仰 者 )」 と 言う 字 が 記し て あり ます 。 

















ウパ バー ダー ブシ アデ アッ 財 状 一 ミ 下 ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま した: ! ア ッ ラ 
ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ダッ ジャ ー ル ( 侯 メ シア ) 
は 短 駆 で 肩幅 が 広く 、 怖 強 で 毛深い 体 を 有 し 、 片 月 だ が その (不具 の ) 目 は 完全 に 閉じ て 
し まっ て お り 、 奥 まっ て いる の で は な い 。 ゆ え に も し あな た 方 が (様々 な 超常 現象 を 操る 
その よう な 人 物 に ) 惑わ され た な ら 、 至 喜 の アッ ラー は 片目 な ど で は な いこ と を 知る の 

















? 訳者 注 : つま り 人 の 生命 や 財産 や 尊厳 が 、 目 まぐ る し く 合 法 と な っ た り 非 合法 と な っ た りす る こと 。 

9 訳者 注 :「8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特 質 」 の 項 参 照 。 

1 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (6168)、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4242)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー 
ウー ド (3568)。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (974) 参照 。 

2 訳者 注 : アン = テ ナ ワ ウィ ー に よれ ば 、 エ ル サ レ ム 付 近 の 町 。 


だ 。”」 (アフマド と アプ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 9) 


@ ダッ ジャ ー ル ( 償 メ シア ) 出現 の 場所 : 


アン テ ナ ウ ワー ス ・ ブ ン ・ サ ム ア ー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が ダッ ジャ ー ル ( 億 
メシ ア ) に 関し て アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 言及 し た 伝承 
の 中 に 、 次 の よう な 箇所 が あり ます : 「・・・ 彼 は シャ ー ム 地方 と イラ ク の 間 の 道 に 出現 し 、 
あちら こち ら を 退廃 きせ る 。」( ム スリ ム の 伝承 





@⑯ グッ ジャ ー ル ( 備 メ シア ) の は 入れ な い 場 所 : 





1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ダッ ジャ ー ル ( 偽 メ シア ) は マッ カ と マデ ィ ー 
ナ 以 外 の 全て の 場所 に 侵入 する 。“」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 $) 





2 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の ダ ハ ーー バド ( 教 友 た ち ) が 伝え る ダッ 
ジャ ー ル (人 メ シア ) に 関す る 伝承 に 、 次 の よう な も の が あり ます :「 彼 は マッ カ の ハラ ー 
の 電 ス グ 、 マ デイジー の (提言 者 ) 年 ス ク 。 シ チイ 山 の 所 スク デル サム の 虹 拭 ラウ 
の 4 つの モス ク に は 近づけ な い 。」 (アフマド の 伝承 め 





@ グッ ジャ ー ル ( 偽 メ シア ) の 追従 者 : 


ダッ ジャ ー ル ( 億 メシ ア ) の 追従 者 の 多く は ユダ ヤ 教 徒 、 ト ルコ 人 、 そ し て ベベ ドウ ィ ン 
と 女性 か ら な る 混成 集団 で す 。 


アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラ 
ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言っ た と 伝え て いま す : 「 厚 生地 の 衣服 を まとっ た イス フ 
ァ ハ ン の ユダ ヤ 教 徒 70000 人 が ダッ ジャ ー ル ( 備 メ シア ) に 追随 する ・・・」( ム スリ ム の 
伝承 ?) 








@ ダッ ジャ ー ル ( 備 メ シア ) の 試練 か ら の 予防 処置 : 





8 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (23144)、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4320)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 
(3620)。 文章 は アフ マ ド の も の 。 

4 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2937)。 

5 サ ヒ ビーフ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (1881) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2943)。 

@ 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (24085)。 ア ッ テ ス イル スィ イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ 、 (2934) 参照 。 

7 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2944)。 


偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー を 信仰 し た 状態 で あり 、 特 に サラ ー (礼拝 ) の 時 に ダッ ジャ 
ー ル ( 偽 メ シア ) の 試練 か ら の アッ ラー の ご 加護 を 願い ます 。 ま た 預言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 「( ク ルアー ン ) 洞窟 章 の 最初 の 10 アー ヤ ( 句 ) を 身 に つけ た 
者 は 、 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 メ シア ) か ら 守 られ る 。」 あ る い は 「 彼 (ダッ ジャ ー ル ) と 巡り 合 
せ た 者 は 、 彼 に 対し て 洞穴 章 の 出だし を 読ん で 聞か せよ 。」 と 語っ て いま す 。 (ムスリム の 
伝承 











② マル ヤム (マリ ア ) の 子 イ ー サ ー (イエ ス ) : 


ダッ ジャ ー ル ( 偽 メ シア ) が 出現 し 地上 に 退廃 を 広め た 後 、 ア ッ ラ ー は マル ヤム (マリ 
ア ) の 子 イ ー サ ー (イエ ス ) を 遭わ し ます 。 彼 は ダマ スカ ス 東 方 に ある “アル テマ ナー ラ ・ 
アル テバ イダ ーッ (白い ミナ レッ ト )” と いう 場所 に 両 腕 を 2 人 の 天使 に か けた 状態 で 降臨 
し ます 。 そ れ か ら ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 メ シア ) を 倒し 、 イ スラ ー ム に よっ て 地上 を 治め 、 十 
字 架 を 壊し ます 。 ま た 豚 を 殺 し 、 人 々 の 間 か ら 音 首 が 去る まで 財 を 行き 渡ら せま す 。 反逆 
や や 反乱 な ども な いま ま 7 年 間 過 ご す と 彼 は この 世 を 去り 、 ム スリ ム が 彼 の 葬儀 の 礼拝 を し 
まま 5 
それ か ら ア ッ ラ ー は シャ ー ム 地方 の 方 角 か ら 冷 た く 心地 よい 風 を 吹か せら れ ま す が 、 そ 
れ は ほん の 少 し で も 心 に 善 、 あ る い は イー マー ン "? を 抱く 者 の 命 を 奪い ます 。 

それ で 彼ら は 地上 か ら 全 減 し 、 悪い 者 の み が そ こ に 残り ます 。 彼ら は 容易 く 悪 事 に 走り 、 
野上 獣 の よう な 卑しい 性 質 で 、 ま る で ロバ の 群れ の よう な 混乱 の 中 に あり ます 。 そ れ か ら シ 
ャ イタ ー ン が 彼ら に 骨 像 崇拝 を 命じ 、 審 判 の 日 が 到来 する まで 彼ら は その 状態 に ある の で 
9 


















































アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “私 の 魂 が その 御手 に 和 要 ね られ て いる お 方 
に か け て 。 必ずや マル ヤム (マリ ア ) の 子 イ ー サ ー (イエ ス ) は 統治 者 と し て 、 正 義 者 と 
し て 降臨 する の だ 。 彼 は 十字 架 を 破壊 し 、 朋 を 殺し 、 ジ ズ プ "を 課す 。 そ し て 誰 も 受け 取る 
者 が いな く な る まで 財 を 行き 渡せ る 。 そ し て その 時 、 人 々 に と っ て は サジ ダ (平伏 礼 ) 1 回 
の 方 が 現世 と そこ に ある も の より も 優れ た も の と な る の だ 。"」 そ れ か ら ア ブー・ フ ライ ラ 
( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 望 む な ら 、( ク ルアー ン の ) この アー ヤ を 
読み な さい : 争 そ し て いか な る 啓典 の 民 も 、 彼 (イー サー) が (真実 の ) 死 を 迎え る まで 
に は 彼 を 信 仲 する こと に な る の だ 。 そ し て 審判 の 日 、 彼 は 彼ら へ の 証人 と な る 。 加 (クル 














8 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (8009、2937)。 

9 訳者 注 :「8. イー マー ン と イー マー ン の 詳 特 質 」 の 項 参照 。 

2 訳者 注 : ジ ズ ヤ は イス ラー ム 国 家 の 統治 下 に ある ムスリム 以外 の 啓典 の 民 に 、 また 一 説 に は 全て の 非 ム スリ ム に 課せ 
られ る 人 頭 税 の こと で す 。 











アー ン 4 : 159)」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 


③ ヤ ア ジュ ー ジ ュ と マ ア ジュ ー ジ ュ の 出現 : 


ヤ デ ジュ ー ジ ュ と ど マ アジ ュー ジュ は 2 つの 倍 大 な 民 で 、 誰 も 表 刀 ち 出来 な いよ うな 昌 
大 な 民 で す 。 彼ら の 出現 は 審判 の 日 の 大 予兆 の 内 の 1 つ で あり 、 地 上 に 退廃 を も た らし ま 
す 。 そ こ で イー サー (イエ ス : 彼 に 平安 あれ ) と 彼 の 教 友 た ち が 彼 ら に 対し て アッ ラー に 
祈り 、 彼 ら を 滅ぼす の で す 。 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 凶 ヤ アジ ュー ジュ と マ ア ジュ ー ジ ュ が 解き 放 た 
れ 、 地 上 の 隅 々 まで 一 気 に 散 開 す る まで (彼ら 不信 仰 者 ら は 悔 悟 し な い の だ )。EB (クル ア 
ー ン 21 : 96) 





2 一 アン テ ナ ウ ワー ス ・ ブ ン ・ サ ム ア ー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 、 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 メ シア ) 出現 と イー サー 
が ルッ ド 門 に て 彼 を 倒す こと に 言及 し た 伝承 の 中 で こう 延べ た こと を 伝え て いま す :「 ア ッ 
ラー は イー サー に こ 2 う 仰 る : “われ は 誰 も 太刀 打ち 出来 な いよ うな (強大 な ) わが し も べた 
ち を 出現 させ た 。 そ れ ゆ え し も べた ち を シナ イ 山 の 方 へ 非難 させ る の だ 。" それ か ら ア ッ ラ 
ー は ヤ ア ジュ ー ジ ュ と マ ア ジュ ー ジ ュ を 遺 わ し 、 彼 ら は 地上 の 隅 々 に まで 一 気 に 散 開 す る 。 
彼ら の 内 の 先頭 を 切る 者 た ち が タ バリ ー 潤 に 立ち 寄れ ば その 水 は 飲み 干 さ れ て し まい 、 彼 
ら の 内 の 後 陣 の 者 た ち は そ こ に や っ て 来る と 、 こ 2 う 言 う : “以前 ここ に は 水 が あ っ た は ず な 
の だ が 。”" イー サー と その 教 友 た ち は 彼 ら か ら 包 囲 さ れ 、( 彼 ら の 状態 は 人 錠 え の た め ) 彼ら 
に と っ て 野生 の 頭 の 方 が 今日 の あな た 方 に と っ て の 100 ディ ー ナ ー ル より も まし で ある よ 
う な 状態 に 陥る 。 そ れ か ら イ ー サ ー と その 教 友 た ち は ア ッ ラ ー に 祈り 、 ア ッ ラ ー は 彼ら の 
首 に 寄生 虫 を 送ら れ 、 彼 ら を 一 瞬 で 滅亡 させ られ る 。 そ れ か ら ア ッ ラ ー の 預言 者 イー サー 
と その 教 友 は 地上 に 降り て 行く ・・・」( ム スリ ム の 伝承 る 














@ イー サー と その 教 友 た ち は 地 上 に 降り て 行っ た 後 、( 地 上 が 悪臭 に 満ち た 場所 に な っ て 
いた た め ) アッ ラー に 祈り ます 。 す る と 僅 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は 彼ら を 運び 去り 、 か 
れ が お 祖 み の 所 で 彼ら を 下ろ し て くれ る 和 鳥 た ち を 蛋 わ さ れ ます 。 そ れ か ら ア ッ ラ ー は 地上 
を 流し 洗う 雨 を 送ら れ 、 そ し て 祝福 を お 下 し に な り ま す 。 こ うし て 地上 に は 野菜 や 果実 が 
実り 、 動 植物 を 祝福 が 満た し ます 。 











い 








44 サ ヒ ー フ ・ ア ル = ニ プ ブ ハー リー (3448) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (155)。 文 章 は アル ニブ ハ ー リ ー の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2937)。 


④ ⑤ ⑯ 3 つの 日 触 : 


3 つの 日 僕 は 審判 の 日 の 大 予兆 の 1 つ で 、 東西 及び アラ ビア 半島 に お ける 3 つの 日 角 の こ 
と で す 。 これ は まだ 起こ っ て は いま せん 。 








の ⑦ 大 煙 : 


未 世 に 発生 する 大 煙 は 、 審 判 の 日 の 大 予兆 の 内 の 1 つ で す 。 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 急 待 て 、 天 が 顕 わな 大 煙 を 伴っ て や っ て 来る 日 
を 。 (それは ) 人 々 を 租 い 尽く す 。( そ し て 彼ら は 言う の だ )「 こ れ は 痛烈 な 多 罰 で ある 。」 6g 
(クル アー ン 44 : 10 一 11) 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「6 つ (の も の ) が や っ て 来る その 前 に 、( よ い ) 行い に 
急ぐ の だ : (そし て その 6 つと は ) 太陽 が 西 か ら 昇る こと 。 あ る い は 大 煙 、 あ る い は ダッ ジ 
ャ ー ル (人 徐 メシ ア )。 あ る い は 大 獣 。 あ る い は あな た 方 の 死 。 あ る い は 審判 の 日 その も の で 
ある 。」( ム スリ ム の 伝承 人) 





西 か ら 太 陽 が 昇る こと : 


西 か ら 太 陽 が 昇る こと は 、 審 判 の 日 の 大 予兆 の 1 つ で す 。 そ し て それ は 世界 の 上 方 の 状 
態 が 変化 する こと を 表す 、 最 初 の 僅 大 な 兆し な の で す 。 こ の 出来 事 が 起こ る 典拠 と し て 、 
以下 の よう な も の が あり ます : 








1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 凶 あ な た 方 の 主 の み し る し の いく つか が 到来 す 
る 日 、( 不 信仰 者 た ち は つ い に 信 仰せ ざる を 得 な く な る が ) その 信仰 は (も は や ) その 魂 を 
益 し な い 。 あ る い は (それ ら とら 審判 の 日 の いく つか の 予兆 が 到来 する 前 に 信仰 に 入っ て いた 
者 た ち で も ) その 信仰 を も っ て よき も の を 得る こと が な か っ た 者 た ち (は その 日 、 そ の 信 
仰 心 が 彼 ら を 益 す る こと は な い )。 中 (クル アー ン 6 : 158) 


2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば アッ ラー の 使徒 ( 役 に ア ッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 太 陽 が 西 か ら 昇る まで 、 審 判 の 日 は 起こ ら な 
い 。 そ し て 太陽 が 西 か ら 昇る や 否や 、 誰 も が 皆 信 仰 す る 。 そ し て その 日 こそ は : 中 その 信 
仰 は (も は や ) その 魂 を 益 し な い 。 あ る い は (それ ら 審 判 の 日 の いく つか の 予兆 が 到来 す 











2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2947)。 
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る 前 に 信仰 に 入っ て いた 者 た ち で も ) その 信仰 を も っ て よき も の を 得る こと が な か っ た 者 
た ち (は その 日 、 そ の 信仰 心 が 彼 ら を 益 す る こと は な い )。Eg (クル アー ン 6 : 158)」( ア 
ルー テー ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 2 





3 一 アブド ッ ラー・ ブ ン ・ ア メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “( 和 審 
判 の 日 の ) 最初 の 予兆 は 、 太 陽 が 西 か ら 昇る こと で ある 。 そ し て 昼前 に 人 々 の 前 に 大 獣 が 
出現 する こと で ある 。 そ れ ゆ え そ れ ら の 内 どちら が 先 に 起こ っ て も 、 も う 1 つが 立て 続け 
に や っ て 来る の だ 。"」( ム スリ ム の 伝承 る ) 





⑨ 大 獣 の 出現 : 


末 世 に 人 々 の 前 に 大 獣 が 出現 する の は 、 審 判 の 日 が 迫る こと を 示す 予兆 の 1 つ で す 。 大 
獣 は その 邊 で も っ て 人 々 を 毒 し 、 不 信仰 者 の 鼻 を へ し 折り 、 信 仰 者 の 顔 を 明る く 照 らし ま 
す 。 大 獣 が 出現 する こと の 由 拠 と し て 、 以 下 の よ うな も の が あり ます : 











1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 員 そ し て 約束 され て いた 言葉 が 実現 すれ ば 、 わ 
れ ら (アッ ラー の こと ) は 地上 に お いて 、 彼 ら に 語り か ける 1 匹 の 大 獣 を 出現 させ る 。 彼 
ら は わが み し る し を 確固 と し て 信じ て は いな か っ た の だ 。EgB (クル アー ン 27 : 82) 





2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “それ が 起こ れ ば 、 そ れ 以 前 に 信仰 に 入 
っ て いな か っ た 、 あ る い は 信仰 に は 入っ て いて も それ で も っ て よき も の を 得る こと が な か 
っ た よう な 魂 を その 信仰 心 が 益 する こと の な いも の が 3 つ あ る : つま り 太 陽 が 西 か ら 昇る 
こと 。 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 備 メ シア )。 地 上 の 大 獣 で ある 。”」( ム スリ ム の 伝承 る ) 








⑩ 人 々 を 追い や る 大 火 : 


それ は 東 の イエ メン 地方 、 ア デン の く ぼ 地 か ら 発 生 す る 大 火 で 、 審 判 の 日 の 大 予兆 の 中 
で も 最後 の も の で あり 、 ま た 審判 の 日 が 起こ る の を 知ら せる 最初 の み し る し で も あり ます 。 
それ は イエ メン 地方 か ら 徐々 に 広がり 、 人 々 を 集合 の 地 で ある シャ ー ム 地方 へ と 追い や っ 
WS ます 8 











⑯ 大 火 は どの よう に 人 々 を 追い や る か ? 





2 サ ヒ ー フ ・ ア ルー ニブ ハー リー (4635) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (157)。 文 章 は ムスリム の も の 。 
25 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2941)。 
26 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (158)。 
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アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
平 安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「 人 々 は 3 つの 集団 に お いて 追い や られ る 。(1 つ は アッ ラ 
ー か ら の 報 所 を ) 望み 、( ア ッ ラ ー の お 既 り を ) 恐れ な が ら 行 く 者 た ち 。 (2 つ 目 は ) 1 頭 の 
ラク ダ に 2 人 で 、 あ る い は 3 人 で 、4 人 で 、10 人 で 行く 者 た ち 。( そ し て 3 つ 目 は ) 炎 に 追 
い 立 て られ る 者 た らち 。( そ の 炎 は ) 彼ら が 昼寝 する に も 夜 に 泊まる に も 、 朝 を 迎え る に も 夕 
を 迎え る に も 、 ど こ に で も 彼ら と 共に ある 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 の ) 








@ 審判 の 日 の 最初 の 予兆 : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア プ ド ッ ラ ー・ ブ ン ・ サ ラー ム は 改宗 
し た 時 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 様々 な 質問 を し まし た 。 そ し て 
その 中 に 、 次 の よう な も の が あり まし た :「 審 判 の 日 の 最初 の 予兆 は 何で すか ?」 す る と 六 
言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 審 判 の 日 の 最初 の 予兆 は 、 人 々 
を 東 か ら 西 へ と 追い や る 大 火 で ある 。」 (アルテ プ ブ ハー リー の 伝承 人) 











@ 審判 の 日 の 諸 予 兆 と 状況 の 変化 の 連続 性 : 





1 一 審判 の 日 の 大 予兆 の 内 の 最初 の も の が 起こ れ ば 、 次 々 に その 後 の 諸 予 兆 が 連続 し ます 。 
預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「( 審 判 の 日 の ) 諸 予 兆 は 、 
率 で つなが れ た ビー ズ 玉 (の よう ) で ある 。 そ の 氷 が 断 た れ た 時 、 そ れ ら は 互い に 連続 (し 
て 落下 ) する の だ 。」( ア ル テ ハ ー キ ム の 伝承 人) 





2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “地上 で 「 ア ッ ラ ー よ 、 ア ッ ラ ー よ 「! 」 と 符 ら れ 
て いる 限り 、 審 判 の 日 は 起こ ら な い 。”」( ム スリ ム の 伝承 %⑳) 











3 一 フ ザ イフ ァ ・ ブ ン ・ ア ル ニ ヤ マー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 患 か 者 を 親 に 持つ 過 
か 者 が 現世 に お いて 最も よい 境 遇 に ある 者 と な ら な い 内 は 、 審 判 の 日 は や っ て 来 な い 。"」 
(アッ ニティ ルミ ズィー の 伝承 %) 








22 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6522) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2861) 。 文 章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

228 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3329)。 

2 真正 な 伝承 。 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル テ ハ ー キ ム (8639)。 ア ッ テ ニス ィ ル スィ イラ ト ・ ア ッ ニ テ サ ヒー ハム (1762) 参照 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (148)。 

3 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ イィ イー (2209)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1799)。 
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